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★ 身近な素材をリユース 玉入れゲーム ★ 

 

 

★ 身近な素材をリユース コロコロゲーム ★ 

 

 

 

 

プラスチックのカップを組み合わせ

て、ボールをつくっていた子どもた

ち。「デコボコしていて転がらない

よ」「丸いほうが転がる！」と、新聞

紙でボールをつくってみることに。 

 

 

 

 

１学期から、さまざまな身近な素材（お菓子の空き箱、ペットボトル、牛乳パックやサランラップの芯など）

を使って遊び、それぞれが思い思いにつくったものを遊びに取り入れてきた子どもたち。手づくり楽器をつくっ

たり、出合った昆虫をつくったりと、身近な素材をいかして、いろいろな工作をしてきました。「先生、アイスを

食べた後の棒は、遊びに使えるかな？」「牛乳パック、持ってきたよ」などと、おうちから、さまざまな身近な素

材が集まる毎日です。今は、さらに、素材のもつ特性にも着目し、それらをいかした遊びをつくりだせないかと、

黄組みんなで探究中です。 

★ 身近な素材をリユース 的入れゲーム ★ 

素材を組み合わせて、ボールをつくっていたことから、はじまった遊び。 

 

 

 

 

 

 

新聞紙でつくったボールを投げて遊んでいた子どもたちから生まれた遊び。 

 

 

 

 

★ 身近な素材をリユース くじ引きゲーム ★ 

ハロウィンの部屋飾りのクモの巣をつくっていた子どもたちが、くじ引きのようにクモの巣のひもをひっぱって
いたことからはじまった遊び。 

 

 

 

 

自由工作でつくった作品に、木の実拾いで拾ってきたドングリや木の実を転がして遊んでいたことからはじまっ
た遊び。 

 

 

 

 

★ 身近な素材をリサイクル ごほうびづくり ★ 

新聞紙がいろいろなものに変わることに気づいた子どもたちから生まれた遊び。 

 

 

 ～秋のダイナミックワールド号～ 

 黄の２組 

どこに入ったら、何点かわかるよう

に、色をぬったらどうかという意見

も出てきました。みんなで楽しく遊

べるように工夫しています。 

できた新聞紙ボールを投げて遊び

だした子どもたち。何か的があっ

たらいいかな？と保育者が段ボー

ルを持ってくると、「ここに穴をあ

けて」と言い出しました。 

ハロウィンの飾りをつくっている頃、

ちょうど園外保育で木の実拾いへ 

行きました。そこで、クモの巣に遭遇

したことを思い出した子どもたち。 

ラーメンカップや、段ボールで、玉

を入れる的をつくりました。どんな

風にボールをなげたら、上手に入る

か、意見を出し合っています。 

「運動会の玉入れが楽しかったか

らまたやりたい」と、新聞紙でつく

ったボールを投げて遊んでいた子

どもたち。いろいろな大きさのボー

ルをつくってみることに。 

 

クモの巣をつくろうと、ひもを使

って遊んでいるうちに、ひもをく

じ引きのように引っぱるのが楽し

くなってきた子どもたち。 

「くじを引いたら、“あたり・はず

れ”が出てきたら楽しいね」「（ひも

の先に）紙であたり・はずれがわか

るように描いておこう」という意見

も…。現在、作成中です。 

身近な素材を使った工作に夢中な

子どもたち。いろいろな素材を使っ

てつくっています。ピタゴラスイッ

チをつくり始める子も。 

 自分たちの作品を 
「合体させてみよう」
と、組み合わせてみる
ことに。 

新聞紙って、手で細かく切れたり、ボールにもできたりすることに気づい

た子どもたち。「他にもどんなふうにしたら、新聞紙の形をかえられるか

な？」と問いかけたところ、「水にぬれるとかわるかも」と実験開始。 

 

いろいろな型に入れ固めると、「チョコ

レートみたい」「ゲームのご褒美にした

らいいね」と子どもたち。新たな形を

製作中です。 

 

新聞紙に、和紙をはって、色をぬ

り、ボールの完成です。 

「何点か  
わかるように、
しよう！」 

「 ボ ー ル を 上 に
優しくなげると、
入りやすいよ」 

「やったー！
はいったよ」 

「白いところが
ないように、きれ
いにぬろうね！」 

「 こ の 中 に ド ン
グ リ 転 が し た ら
楽しいかな」 

「よくしぼって、
型に入れよう！」 

「 公 園 の ク モ の
巣 み た い に し て
みよう！」 

「ドングリを 
転がして 
みよう！」 

「ドングリの道を二つに分ける？」

「いいね！」「お部屋のいろいろな

ゲームの始まりにおいて、お客様に

楽しんでもらおう！」などと、相談

しながらつくっています。 

「あたりってわかるよう

に、キラキラを入れよう！」 

 「秋のダイナミックワールド」において、黄の２組で  

展開されている遊び、その遊びが始まったきっかけなど、  

ご紹介させていただきます。各クラスの「かけはし」は、

本園 Web サイト「園からのお便り」のページにも掲載  

する予定です。よろしければ、ぜひ、他クラスの遊びの  

様子もご覧ください。 

いろいろな型に入れ固めると、「チョコ

レートみたい」「ゲームのご褒美にした

らいいね」と子どもたち。新たな形を 

製作中です。 


